
　とにかく大変な災害でした。2004年暮れに起きたスマトラ沖

地震津波の惨状を目にしたとき、想像を絶する自然の驚異にが

くぜんとし、どんな自然災害でも起こり得るとの認識を持った

ものの、よもやその驚異がわが名取を襲うとは思いもよりませ

んでした。名取市では閖上と北釜を中心に沿岸部にある建物が

根こそぎ津波に流され、まちが消滅してしまいました。

　どれほど多くの方がこの津波に巻き込まれ生命を落としたこ

とでしょうか。最後まで現地で避難誘導に当たっていた消防団

員、消防職員にも多くの犠牲者が出ております。目の前で肉親

や友人・知人が流されるのを見送った方の心情を思うと、胸が

張り裂けそうになります。私も何度涙で言葉が詰まったことで

しょうか。ここに心からのお悔やみを申し上げます。

　津波発生以来とにかく人命救助に全力を投入し、動かせる人

材、資機材、重機を集め、現場の重機を止めないために燃料の

調達に奔走しておりました。県にお願いしたり、国を動かした

り、とにかく一人でも多くの生命を救うために連日必死の交渉

を続けました。救出の報告を受ける度に「よし、よく頑張った」

と励まされながら。それでも、続々と来る遺体発見の報告。時

間との戦いに支障となる事象に対しては、なり振り構わず怒鳴

りつけ無理を通してきました。

　また、多くの方々のご支援を頂きました。早速駆けつけてく

れた地元事業者の皆さん、足りない重機をあっという間に調達

してくれた業者さん、名古屋の第35普通科連隊の皆さん、全国

各地から応援に来てくださった緊急消防援助隊の皆さん、姉妹

都市の上山市、新宮市の皆さん、給水活動に当たってくれた水

道関係の皆さん。連日避難者の健康管理に努めて頂いた医療関

係の皆さん、そして社会福祉協議会を中心に活動してくださっ

たボランティアの皆さん、全国から支援物資をお寄せ頂いた多

くの自治体、企業団体、個人の皆さん、本当にありがとうござ

いました。まだまだ、復興への道のりはかなたでありますが、

きっと、新生名取を市民の皆さまと築いてまいります。自分は

何ができるのか、市民一人一人がその力を結集し、大きな力と

なるよう頑張りましょう。『がんばろう！なとり』

　　
市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ん
が
一
日
も
早
く
安
心
・
安
全

な
生
活
が
再
建
で
き
る
こ
と
を

願
い
、
各
種
支
援
や
市
税
な
ど

の
減
免
申
請
の
基
準
と
な
る
り

災
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
三
月
二
十
八
日
（月）

か
ら
四
月
二
十
八
日
（木）
ま
で

受
付
場
所
　
市
役
所
ま
た
は
一

部
の
公
民
館

受
付
時
間
　
市
役
所
　
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時
、
各
公
民
館 

 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

持
参
す
る
も
の
　
印
鑑
（
無
い
場

合
は
拇
印
可
）
、
被
害
状
況
の

写
真
（
無
く
て
も
可
）
、
連
絡
先

が
わ
か
る
も
の
、
委
任
状
（
代

理
人
が
申
請
す
る
場
合
）

※
詳
細
は
先
に
お
配
り
し
て
い

る
チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
政
策
企
画

課
政
策
係
（
三
階
・
内
線
３
３

２
～
３
３
４
）

　
三
月
十
一
日
（金）

午
後
二
時
四
十
六
分
こ
ろ
、
三
陸
沖
で
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
、
被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
市
民
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
は
、
世
界
歴
代
四
番
目
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0

を
観
測
し
、
日
本
国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
の
地
震
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
市
内
に
お
い
て
も
死
者
は
七
百
人
を
超
え
、
沿
岸
部
に

お
い
て
は
家
屋
の
損
壊
や
床
上
・
床
下
浸
水
、
道
路
の
損
壊
と
被
害
は

甚
大
で
、
市
民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
災
害
対
策
本
部
を
設
け
、
一
日
も
早
い
復
旧
に
全
力
を

注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



被
保
険
者
証
に
つ
い
て

　
被
保
険
者
証
を
紛
失
あ
る
い

は
自
宅
な
ど
に
残
し
た
ま
ま
避

難
し
た
人
は
、
当
分
の
間
、
医

療
機
関
窓
口
で
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
、
連
絡
先
を
申
し
立

て
る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
で
き

ま
す
。

医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
つ
い

て　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期

高
齢
者
の
被
保
険
者
で
、
医
療

費
の
自
己
負
担
額
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ

か
の
申
し
立
て
を
医
療
機
関
窓

口
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
払

い
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

①
住
宅
の
全
半
壊
、
全
半
焼
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し

た
旨

②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡

し
又
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ

た
旨

③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方

が
不
明
で
あ
る
旨

④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務

を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
た

旨
⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職

し
、
現
在
収
入
が
な
い
旨

※
な
お
、
こ
の
取
り
扱
い
は
当

面
、
平
成
二
十
三
年
五
月
診
療

分
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
発
生
後
被
災
地

域
か
ら
ほ
か
の
市
町
村
に
転
出

さ
れ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
（
料
）
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

以
降
に
納
期
が
到
来
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
次
の
よ
う
に
納
期
を
延
長

し
ま
す
。

・
平
成
二
十
二
年
度
変
更
決
定

（
平
成
二
十
三
年
三
月
）
分

　

変
更
前
　

平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
（木）

　

変
更
後
　

平
成
二
十
三
年
五
月

三
十
一
日
（火）

・
国
民
健
康
保
険
税
の
平
成
二

十
二
年
度
変
更
決
定
（
平
成
二

十
三
年
三
月
）
分
お
よ
び
平
成

二
十
三
年
度
暫
定
賦
課
（
第
一

期
・
第
二
期
）
分
に
つ
い
て
は
、

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き

四
月
）
分
に
つ
い
て
は
、
通
常
ど

お
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な

り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金

課
国
民
健
康
保
険
係
（
一
階
・

内
線
１
２
３
～
１
２
６
、
１
３

２
）
へ
。

　
被
災
者
で
住
宅
や
家
財
、
そ

の
ほ
か
の
財
産
に
つ
い
て
、
お

お
む
ね
二
分
の
一
以
上
の
損
害

を
受
け
ら
れ
た
人
な
ど
は
、
本

人
か
ら
の
申
請
で
国
民
年
金
保

険
料
が
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

　
免
除
と
な
る
対
象
者
の
範
囲

の
詳
細
や
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
免
除
の
申
請
手
続
き

は
平
成
二
十
三
年
七
月
末
ま
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
本
人
が

申
請
書
を
提
出
で
き
な
い
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
※
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金

課
医
療
年
金
係
（
一
階
・
内
線

１
２
１
・
１
２
２
・
１
３
２
）
ま

た
は
仙
台
南
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課
（
　
246
　

―
　

５
１
１
４
）
へ
。

　
被
災
者
の
負
担
軽
減
と
被
災

地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
を
図
る

た
め
、
津
波
被
害
に
よ
り
流
出
・

損
壊
さ
れ
た
家
屋
な
ど
に
つ
い

て
は
希
望
さ
れ
る
場
合
、
撤
去

を
市
の
負
担
で
行
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
家
屋
な
ど

を
市
で
撤
去
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
所
有
者
は
「
家
屋
等
撤
去

依
頼
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
避
難
所
な
ど
へ
掲

示
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
建
設
課
（
二

階
・
内
線
２
３
１
・
２
３
２
・

２
３
３
）
へ
。

　市では、今回の東北地方太平洋沖地震で住宅が被害

を受け、住宅の確保ができなくなった世帯に対し、応

急仮設住宅をお貸しすることになりました。

　第一次整備分として、県立精神医療センターの南側

グラウンドに、２ＤＫ 60戸、３Ｋ 20戸、１ＤＫ 20戸の

合計100戸の仮設住宅が着工し、4月下旬の完成を予定

しています。

　入居に関しては、下記のとおり説明会を開催します。

入居希望調査票をお渡ししますので、いずれかの会場

においでください。調査票の提出は、4月11日（月）まで

に社会福祉課への提出となります。

※問い合わせは、社会福祉課（1階・内線140）へ。

開催日

4月2日（土）

開催場所　※（　）内は開始時間

第二中学校体育館　（ 9:30～）

相互台公民館　　　（13:00～）

増田中学校体育館　（16:00～）

高舘小学校体育館　（19:00～）

4月3日（日）

館腰小学校体育館　（ 9:30～）

下増田小学校体育館（13:00～）

増田小学校体育館　（16:00～）

第一中学校体育館　（19:00～）

4月4日（月）

文化会館　　　　　（ 9:30～）

愛島台二丁目集会所（13:00～）

名取が丘公民館　　（15:00～）

保健センター　　　（17:00～）

増田西小学校体育館（19:00～）



　
農
地
に
が
れ
き
堆
積
、
海
水

流
入
、
表
土
流
出
な
ど
の
被
害

の
あ
っ
た
農
地
所
有
者
に
り
災

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
認
め

印
を
持
参
し
、
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員

会
（
四
階
・
内
線
４
２
０
～
４

２
２
）
へ
。

市
税
の
減
免
措
置
　
市
税
の
減

免
措
置
に
つ
い
て
は
、
法
令
・

条
例
の
定
め
に
従
っ
て
、
被
災

状
況
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。
詳

細
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
市
・
県
民
税
お
よ
び
軽
自
動
車

税
の
納
税
通
知
書
　
市
・
県
民

税
（
例
年
特
別
徴
収
五
月
中
旬
、

普
通
徴
収
六
月
中
旬
）
お
よ
び

軽
自
動
車
税
（
例
年
五
月
中
旬
）

の
納
税
通
知
書
の
送
付
時
期
は
、

今
後
決
定
次
第
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
市

民
税
係
（
一
階
・
内
線
１
６
６
・

１
６
８
）
へ
。

固
定
資
産
税
　
固
定
資
産
課
税

台
帳
登
録
事
項
証
明
書
（
評
価

証
明
）
お
よ
び
固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
き
ま
し

て
は
、
四
月
一
日
よ
り
例
年
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
納

税
通
知
書
の
送
付
時
期
（
例
年

五
月
中
旬
）
は
今
後
決
定
次
第

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
固

定
資
産
税
係
（
一
階
・
内
線
１

６
２
・
１
６
３
・
１
６
９
・
１

７
６
）
へ
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
末
日
が

納
入
期
限
の
水
道
料
金
な
ど
（
下

水
道
・
農
集
排
使
用
料
を
含
む
）

は
、
当
分
の
間
、
納
入
期
限
を

延
長
し
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
の
著
し
い
ご
家

庭
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
三
月

二
十
八
日
の
口
座
振
替
は
行
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
す
べ

て
の
お
客
様
に
つ
い
て
、
減
免

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
水
道
料
金
や
減
免
な

ど
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い
が

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
水
道
事
業

所
料
金
係
（
二
階
・
内
線
２
４

２
・
２
４
３
）
へ
。

　
三
月
お
よ
び
四
月
分
の
電
気

料
金
の
早
収
期
間
お
よ
び
支
払

期
限
を
、
お
の
お
の
一
カ
月
間

延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
時

か
ら
引
き
続
き
全
く
電
気
を
使

用
し
な
い
場
合
は
、
六
カ
月
間

に
限
り
、
電
気
料
金
は
申
し
受

け
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
東

北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
　

０
１
２
０
　

―
　

１
７
５
４
６
６
）
へ
。

　
支
払
期
限
日
が
平
成
二
十
三

年
三
月
十
一
日
以
降
と
な
る
ガ

ス
料
金
の
支
払
い
期
限
を
一
カ

月
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

く
三
月
十
一
日
以
降
六
カ
月
間

に
限
り
、
お
客
さ
ま
が
ガ
ス
を

使
用
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は

基
本
料
金
を
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
仙

台
市
ガ
ス
局
（
　
０
８
０
０
　

―
　

８

０
０
　

―
　

８
９
７
７
）
へ
。

　
被
災
に
よ
る
設
備
故
障
や
被

害
に
遭
い
実
態
的
に
電
話
な
ど

が
ご
利
用
で
き
な
か
っ
た
お
客

さ
ま
に
つ
い
て
、
そ
の
期
間
の

基
本
料
金
な
ど
を
無
料
に
す
る

措
置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
申

出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
支
払
期

限
を
延
長
し
ま
す
。

※
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
料
金
お
問
い
合
わ

せ
受
付
セ
ン
タ
ー
（
　
０
１
２

０
　

―
　

０
３
２
２
７
７
）
へ
。

※
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
の
お
知

ら
せ
は
、
各
社
の
報
道
発
表
資

料
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
亘
理
名
取
共
立
衛
星
処
理
組

合
お
よ
び
亘
理
清
掃
セ
ン
タ
ー

が
現
在
機
能
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

焼
却
ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
ご
み
の
減
量
化
…
災
害
ご
み

が
大
量
に
出
さ
れ
ま
す
の
で
、

ほ
か
の
ご
み
の
減
量
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
分
別
の
徹
底
化
…
ご
み
処
理

に
係
る
手
数
を
省
き
、
早
く

処
理
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
自
宅
で
保
管
で
き
る
も
の
は
、

で
き
る
だ
け
保
管
し
て
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
災
害
地
の
ご
み
回
収
は
、
集

積
所
の
破
損
な
ど
に
よ
り
回
収

場
所
が
不
明
の
所
も
あ
り
ま
す

の
で
、
町
内
会
な
ど
で
回
収
場

所
を
決
め
て
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
回
収
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン

対
策
課
ク
リ
ー
ン
対
策
係
（
四

階
・
内
線
４
８
１
・
４
８
２
）

へ
。

　
下
水
道
の
処
理
が
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
お
り
、
下
水
が

逆
流
し
て
、
道
路
に
設
置
し
て

あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
か
ら
噴

出
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
場
合
は
、

流
す
回
数
を
減
ら
す
な
ど
し
て

極
力
排
水
量
を
少
な
く
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
食
器
な
ど
は

バ
ケ
ツ
な
ど
で
「
た
め
洗
い
」
を

行
い
、
お
風
呂
の
水
は
た
め
置

き
し
て
再
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

庭
を
お
持
ち
の
人
は
、
こ
れ
ら

の
水
を
庭
に
ま
く
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
課

維
持
係
（
二
階
・
内
線
２
１
９
・

２
２
２
・
２
２
５
）
へ
。

　
被
災
地
で
は
、
破
壊
さ
れ
た

家
屋
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が

流
出
し
て
い
る
ほ
か
、
押
し
流

さ
れ
大
破
し
た
自
動
車
な
ど
か

ら
の
漏
油
が
見
受
け
ら
れ
、
大

変
危
険
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
被
災
現
場
付
近
で
は
、
喫
煙

や
た
き
火
な
ど
火
気
厳
禁
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部

予
防
課
（
　
382
　

―
　

０
２
４
２
）
へ
。



　
保
健
セ
ン
タ
ー
が
四
月
に
実

施
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
乳

幼
児
健
診
、
予
防
接
種
、
が
ん

検
診
な
ど
す
べ
て
の
業
務
を
五

月
以
降
に
延
期
し
ま
す
。

　
日
程
が
決
定
次
第
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
　
382
　

―
　

２
４
５
６
）
へ
。

　
例
年
交
付
し
て
お
り
ま
す
福

祉
バ
ス
乗
車
券
・
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
は
、
災
害
対
策
を
優

先
し
て
行
う
た
め
、
交
付
時
期

を
延
期
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
準
備
が
で
き
次
第
、

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
長
寿

課
長
寿
健
康
係
（
一
階
・
内
線

１
２
９
・
１
３
０
）
ま
た
は
社

会
福
祉
課
福
祉
係
（
一
階
・
内

線
1
4
9
・
1
3
5
）
へ
。

　
四
月
か
ら
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注
射

に
つ
い
て
は
、
災
害
の
た
め
実

施
の
見
通
し
が
立
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
の
方
針
が
決
定
次

第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン

対
策
課
環
境
衛
生
係
（
四
階
・

内
線
４
８
５
）
へ
。

　
四
月
十
日
執
行
予
定
の
宮
城

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
影
響

に
よ
り
、
選
挙
期
日
が
延
期
さ

れ
ま
し
た
。

　
延
期
の
期
間
は
二
カ
月
を
越

え
て
六
カ
月
を
越
え
な
い
範
囲

内
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
詳

細
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
※
問
い
合
わ
せ
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
五
階
・
内
線

５
３
１
）
へ
。

　
市
内
の
す
べ
て
の
公
共
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
休
業
し
て
い
ま
す
。

　
臨
空
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
被
害
を
受

け
て
お
り
復
旧
の
め
ど
は
つ
い

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
十
三
塚
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ
る
被

害
箇
所
の
調
査
・
修
繕
を
実
施

し
、
安
全
性
が
確
認
で
き
る
ま

で
当
面
の
間
、
休
業
と
な
り
ま

す
。
　
ま
た
、
市
民
体
育
館
な
ど
の

一
部
の
施
設
は
、
災
害
復
興
で

の
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
た
め
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
休
業
期
間
中
、
貸
切

申
請
に
お
い
て
市
民
体
育
館
・

十
三
塚
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・

第
二
臨
空
公
園
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
使
用
す
る
予
定
だ
っ
た
皆
さ

ん
か
ら
、
事
前
に
納
付
い
た
だ

い
た
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
還

付
す
る
予
定
で
す
が
、
詳
細
な

手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は

個
別
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
市
民
体
育
館
内
　
　

384
　

―
　

３
１
６
１
）
へ
。

　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は

今
回
の
震
災
で
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
調
査
な
ど
を
実

施
し
、
安
全
性
が
確
認
で
き
る

ま
で
当
分
の
間
休
館
と
な
り
ま

す
。
※
問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共
同
・

市
民
参
画
推
進
室
推
進
係
（
三

階
・
内
線
３
３
６
・
３
３
７
）へ
。

　
名
取
市
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
が
大
破
し
た
た
め
、

当
分
の
間
休
館
し
ま
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
再
開
に
つ
い
て
は
未

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
商
工
水
産
課

商
工
係
（
四
階
・
内
線
４
０
３
）へ
。

・
法
律
相
談

開
催
日
　
四
月
八
日
（金）
・
二
十

二
日
（金）

定
員
　
八
名
（
電
話
予
約
制
で

す
。
相
談
日
前
週
の
月
曜
日
か

ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
）

・
人
権
相
談

開
催
日
　
四
月
十
四
日
（木）

・
行
政
相
談

開
催
日
　
四
月
十
五
日
（金）

　
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
に
市
役
所
一
階
市
民
相

談
室
で
行
い
ま
す
。
（
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
安
全

課
生
活
安
全
係
（
五
階
・
内
線

５
２
６
）
へ
。

　
み
や
ぎ
県
政
だ
よ
り
四
月
号

は
お
休
み
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
宮
城
県
広

報
課
（
　
211
　

―
　

２
２
８
３
）


